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水都やながわ information
柳川市民文化会館　

公式サイト

【開館時間】�午前 9時～午後10時、月曜休館
【問い合わせ】☎0944・73・7777

広報やながわ 2026.9 月

　毎月開催しているリトミックひろば。リトミックとは、
音楽をよく聴きながら体を動かし、親子で遊びながら、子
どもの心と体を育てる活動です。
●日時　9月 10 日（木）①午前 10時～②午前 11 時～
●内容　①幼児クラス（1歳7カ月～3歳）②ベビークラス（5
カ月～ 1歳 6カ月）
※�動きやすい服装でお越しください。ベビークラスは床に
寝ころぶのでバスタオルをご持参ください。
●会場　水都やながわ 2階レッスンルーム 1
●講師　CHIAKI（リトミック研究センター認定講師ディ
プロマA取得）
●料金　1 組 500 円
●申込方法　同館へ電話か、右のQRを読み取っ
て応募フォームから申し込み

毎月第2木曜日開催　音とリズムで心と体を育もう！

リトミックひろば

13

音に合わせてボールを転がす音に合わせてボールを転がす 絵本に音をつけると興味深々絵本に音をつけると興味深々

　水都やながわでは、令和 2（2020）年の開館以来、毎
月 1 回ロビーコンサートを開催しています。歌やピアノ、
管弦などクラシックからポップスまで、さまざまなジャ
ンルの演奏家が毎回上質な音楽を提供。子どもからシニ
アまで幅広い年齢層の人が楽しめる内容になっています。
出演者と来場者の距離が近い、アットホームな雰囲気で
気軽に音楽を楽しめるコンサートとして、好評をいただ
いています。
●日時　9月 18 日（金）午後 7時～
●出演　石橋旭

きょくき

姫（筑前琵琶）
●会場　水都やながわロビー
●料金　無料

毎月第3金曜日開催　さまざまな音楽を気軽に楽しむ
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≪参加した保護者の声≫
・徐々にできることが増えて、子どもの成
長が見えます。
・リトミックの楽しさやどんな効果がある
かなどが知れてすごく勉強になります。
・「泣いても、できなくても大丈夫ですよ。
子どもはちゃんと耳で聞いていますから」
と言われて安心して参加しています。

音に合わせて輪をくぐる音に合わせて輪をくぐる

市史抄片 【問】 市生涯学習課柳川古文書館（☎0944・72・1275）
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柳川古文書館　中村 淳一

海軍の母　十時菊

　大正 12（1923）年 5月 19 日、海軍の港町、広島
県呉

くれ

市の海軍軍人ホームで創立 15 周年を祝う会が
行われました。呉鎮

ち ん じ ゅ ふ

守府司令長官の鈴木貫
か ん た ろ う

太郎（後
の内閣総理大臣）をはじめ、海軍や地方自治体の幹
部などが集い、盛大な会となりました。このホーム
は、上陸した海軍軍人へ家庭的な安らぎを提供する
と共に、キリスト教の教えを通じて健全な軍人精神
を育むことを目的に設立された慈善事業団体です。
敷地内には宿泊休憩所が設けられ、多くの軍人が利
用しました。その運営に尽力したのが、旧柳河藩中
老十

と と き

時兵
ひょうま

馬惟
これゆき

恭の娘である十時菊
きく

です。今回は、ホー
ムの創立者で、利用者から「お母さん」と慕われた
十時菊を紹介します。
　菊は明治 7（1874）年に生まれ、柳川の私立
橘
きついん

蔭学館（後の中学伝習館）で学んだ後、東京の
女子学院に入学しました。在学中にキリスト教に
入信し、卒業後は新潟の女学校の教師として就職
します。27 歳の時に柳河高等女学校に転任し、2
年間勤めました。その時の同僚には、後に柳河婦
人会の幹部となる宮川千

ち も と

幹と杉森シカがいました。
その後、熊本女学校の教師を勤めた後、横須賀の
軍人伝道義会に入り、海軍軍人やその家族への伝
道の仕事に携わります。

　明治 41年、軍人伝道義会を辞めた菊は、広島県呉
市に家を借りて海軍軍人ホームを設立します。長期
間の船上生活から解放され、酒に溺れて自暴自棄に
なった上陸軍人に会ったのがきっかけでした。菊は
舎
し ゃ ぼ

母としてこのホームの施設に住み込みました。
　設立当初の経営は苦労しましたが、やがて来訪希
望者が増加したため、より広い家屋へ数回移転し
ました。大正 9 年に財団法人となり、呉市内で約
250 坪の土地を購入し、大正 11 年に新築の洋館を
完成させます。建物内には娯楽室や図書、運動器
具も備えられていました。菊は、施設での軍人へ
の慰安や聖書の講義だけでなく、軍人家族への慰
問や入院中の軍人の見舞いなど、施設外でも活動
を行いました。その活動の功績が認められ、社会
事業功労者として政府から表彰され、昭和 9（1934）
年の新宿御苑で開かれた皇室主催の観

かんぎくぎょかい

菊御会（後
の園遊会）にも招待されました。
　昭和 20 年 7 月 1 日、呉大空襲でホームの建物
は焼失しました。翌年、菊は呉の知人宅でその生
涯を閉じ、ホームも 2 年後に解散します。しかし、
その跡地には日本基

キリスト

督教団呉山
や ま て

手教会と付設の幼
稚園が建てられ、菊の遺志は今も受け継がれてい
ます。

海軍軍人ホーム15周年記念会（「柳河新報」大正12年 5月 26日号）

十時菊肖像（上）と海軍軍人
ホームの建物（昭和初期）（下）
（出典：「現代展望・郷土誌　
昭和十年度版」）


